
おおたわら市議会だより（1） 令和 2年 8月 1日

おおたわら市

■発行：大田原市議会　■編集：広報広聴委員会　■印刷：エヌ・シー・シー

令和2年

No.196

8月
1日号

新型コロナウイルス感染症対策をして行われた6月定例会

● マスクを着用（発言時も着用する）。

● 傍聴の自粛（インターネット中継の視聴を推奨）。

● 一般質問の質問時間を10分短縮。

● 議場内の窓や扉は換気のため開けたままにする。

主な対策内容
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令和　年 第　回大田原市議会定例会 審議された議案等と結果2 3
結　果議　案　件　名議案番号
報告受理市長の専決処分事項の報告について（損害賠償の額の決定について）報告第　号2

報告受理令和元年度大田原市継続費繰越計算報告について報告第　号3

報告受理令和元年度大田原市繰越明許費繰越計算報告について報告第　号4

報告受理令和元年度大田原市水道事業会計予算繰越計算報告について報告第　号5

報告受理一般財団法人大田原市管理公社ほか4法人の経営状況について報告第　号6
承　　認

（全会一致）
市長の専決処分事項の承認を求めることについて（令和元年度大田原市一
般会計補正予算（第　号））9議案第39号

承　　認
（全会一致）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（大田原市税条例等の一
部を改正する条例の制定について）議案第40号

承　　認
（全会一致）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（大田原市都市計画税条
例の一部を改正する条例の制定について）議案第41号

承　　認
（全会一致）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（大田原市介護保険条例
の一部を改正する条例の制定について）議案第42号

承　　認
（全会一致）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（大田原市国民健康保険
税条例の一部を改正する条例の制定について）議案第43号

承　　認
（全会一致）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（令和　年度大田原市一2
般会計補正予算（第　号））1議案第44号

承　　認
（全会一致）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（令和　年度大田原市国2
民健康保険事業費特別会計補正予算（第　号））1議案第45号

承　　認
（全会一致）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（大田原市税条例の一部
を改正する条例の制定について）議案第46号

承　　認
（全会一致）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（大田原市国民健康保険
条例の一部を改正する条例の制定について）議案第47号

承　　認
（全会一致）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（大田原市後期高齢者医
療に関する条例の一部を改正する条例の制定について）議案第48号
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結　果議　案　件　名議案番号
推薦することに
異議なし（全会一致）人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（小宮　明美氏）議案第49号

推薦することに
異議なし（全会一致）人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（村上　かづみ氏）議案第50号

推薦することに
異議なし（全会一致）人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（奥村　惠美子氏）議案第51号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（木村　光一氏）議案第52号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（森　隆道氏）議案第53号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（荒井　一夫氏）議案第54号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（助川　悦夫氏）議案第55号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（瀧田　歌子氏）議案第56号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（佐藤　　孝氏）議案第57号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（笹沼　保治氏）議案第58号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（鈴木　賢一氏）議案第59号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（屋代　幸子氏）議案第60号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（阿見　　芳氏）議案第61号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（唐橋　洋子氏）議案第62号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（津久井　勝之氏）議案第63号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（秋本　則夫氏）議案第64号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（郡司　裕一氏）議案第65号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（相馬　和恵氏）議案第66号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（髙瀨　隆至氏）議案第67号

同　　意
（全会一致）大田原市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（越沼　　良氏）議案第68号

原案可決
（全会一致）大田原市新型コロナウイルス感染症対策基金条例の制定について議案第69号

原案可決
（全会一致）大田原市工場立地法に基づく準則を定める条例の制定について議案第70号

原案可決
（全会一致）

大田原市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定につい
て議案第71号

原案可決
（全会一致）

大田原市道の駅那須与一の郷の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について議案第72号

原案可決
（全会一致）

大田原市交流促進センター若杉山荘の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について議案第73号

原案可決
（全会一致）

大田原市空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて議案第74号

原案可決
（全会一致）

大田原市特別職の職員等で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例の制定について議案第75号

原案可決
（全会一致）工事請負契約について議案第76号

原案可決
（全会一致）物品の取得について議案第77号

原案可決
（全会一致）令和　年度大田原市一般会計補正予算（第　号）2 2議案第78号
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○：賛成　×：反対　欠：欠席　※前野良三議長は採決に原則加わりません

令和　年 第　回市議会定例会における表決状況一覧2 3
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○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  39  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  40  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  41  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  42  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  43  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  44  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  45  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  46  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  47  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  48  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  49  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  50  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  51  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  52  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  53  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  54  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  55  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  56  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  57  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  58  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  59  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  60  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  61  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  62  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  63  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  64  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  65  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  66  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  67  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  68  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  69  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  70  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  71  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  72  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  73  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  74  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  75  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  76  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  77  号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議  案  第  78  号
○○○−○○○○○××○○○○○○○○××陳 情 第 1 号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○××陳 情 第 2 号
○○○−○○○○○○○○○○○○○○○○○議 員 案 第 2号

結　果議　案　件　名議案番号
不 採 択

（賛成多数）
日本政府及び国会に対し、「日米地位協定の抜本的見直しを求める」よう意
見書提出を求める陳情書陳情第　号1

不 採 択
（賛成多数）種苗法の改定を中止する意見書の提出を求める陳情書陳情第　号2

原案可決
（全会一致）

大田原市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について議員案第　号2

※陳情第　号及び第　号については、不採択に対しての賛成、反対1 2
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　定例会において、議員が市民の代表として、行政全般にわたり市の考え方や施策の
進捗状況及び将来における政策方針等を質すことです。また、議員は市長等の答弁を
受け、疑問を質すことはもとより、市民の立場に立った事務事業の改善や政策提言を
する議員の重要な権限です。
　（次ページ以降の質問及び答弁に関する記事は、質問した議員が自ら原稿をおこ
し、それを掲載しています。なお、原稿提出があった方のみ掲載しております。）

一般質問 市政を問う

※太字が掲載されている項目

質 問 事 項質問者順番

①新型コロナウイルス感染症対応について斎藤　光浩1

①新型コロナウイルス感染症に注意して新たな日常を取り戻す本市の取り組みに
ついて

②経済・社会活動の本格化に向けた活性化対策について
③生活・産業を支えるための支援について
④レジ袋有料化に向けた対応について

滝田　一郎2

①市広報等の配布方法の検討について
②新型コロナウイルスの影響を受けての市の支援策について
③中学校教科書採択について

伊賀　　純3

①新型コロナウイルスに対応した市民の健康維持について
②新型コロナウイルスに関わる重複災害について
③新型コロナウイルス感染症の経済のダメージと第　波を見据えた財政需要対策2
について

④新型コロナウイルス感染症総合対策部署の創設について

星　　雅人4

①新型コロナウイルス感染症対策について髙瀨　重嗣5

①新型コロナウイルス感染症対策について中川　雅之6

①新型コロナウイルス感染症対策について秋山　幸子7

①災害時における避難所運営について
②子宮頸がんワクチン接種について

大豆生田春美8

①新型コロナウイルス感染症対策の中での学びの保障などについて
②新型コロナウイルス感染症対策の中での安全安心な市民生活などについての対
応などについて

鈴木　　隆9

①プラスチックごみ問題について
②栃木県立県北体育館の利用状況について
③スクールバス運行について
④「はたちの集い」について

櫻井潤一郎10

①小中学校のGIGAスクール構想に向けた進捗状況について
②道の駅　那須与一の郷について

菊地　英樹11

質問通告者と質問事項
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質
問
：
特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

手
続
そ
の
も
の
に
も
配
慮
が
必
要
な

方
々
の
給
付
状
況
及
び
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
高
齢
者
等
の
方
で
コ
ピ
ー
を

し
忘
れ
た
よ
う
な
場
合
に
、
申
請
が

う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、

特
別
定
額
給
付
金
の
専
用
電
話
を
設

置
し
、
丁
寧
に
説
明
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
ど
う
し
て
も
窓
口
で
な
い

と
対
応
で
き
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
際
に
不
備

の
書
類
に
つ
い
て
も
逐
一
説
明
を
申

し
上
げ
、
申
請
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
視
覚
障
害
者
の
方
で
す
が
、

お
独
り
で
お
暮
ら
し
に
な
っ
て
い
る

方
で
、
音
声
読
み
上
げ
機
を
使
用
し

て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
、
封
筒
の

と
こ
ろ
に
点
字
の
シ
ー
ル
を
貼
り
、

特
別
定
額
給
付
金
が
入
っ
て
い
る
こ

と
、
問
合
せ
先
の
電
話
番
号
等
を
通

知
し
て
お
り
ま
す
。

　

D
V
、
虐
待
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
か
ら
逐
一
通
知
が
来
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
に
従
い
ま
し
て
対
応
を

取
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
対
応
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
申
請
開
始
か
ら

1
ヵ
月
を
経
過
し
ま
し
た
の
で
、
申

請
が
終
わ
っ
て
い
な
い
方
に
対
し
ま

し
て
は
、
リ
ス
ト
を
作
っ
て
、
個
々

に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問
：
私
た
ち
大
田
原
創
生
会
で
は

コ
ロ
ナ
対
策
の
検
討
を
続
け
4
月
8

日
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
緊
急
強

化
を
最
重
要
施
策
と
す
る
建
議
要
望

書
を
、
津
久
井
市
長
に
手
渡
し
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
商
・
工
・
サ
ー
ビ
ス
・
観
光
業

へ
の
影
響
及
び
、
つ
な
ぎ
資
金
利
子

補
給
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
全
て
の
業
種
に
影
響
が
出
る

こ
と
は
必
至
で
あ
り
2
つ
の
制
度
を

新
設
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
市
内
中
小

企
業
緊
急
小
口
資
金
制
度
は
、
低
金

利
で
信
用
保
証
料
を
市
が
全
額
補
助

す
る
制
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問
：
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
・
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
等
に
よ

る
消
費
喚
起
対
策
を
取
れ
な
い
か
伺

い
ま
す
。

答
弁
：
現
段
階
で
の
予
定
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
最
も
有
効
な
支
援

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問
：
建
議
要
望
書
で
も
提
唱
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
積
極

的
に
対
応
で
き
な
い
か
再
度
伺
い
ま

す
。

答
弁
：
費
用
対
効
果
の
高
い
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
を
開
発
し
て
発
行
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
民
間

人
か
ら
い
い
ア
イ
デ
ア
も
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

滝田　一郎 議員 斎藤　光浩 議員

一般質問 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
に
つ
い
て

経
済
・
社
会
活
動
の

本
格
化
に
向
け
た

活
性
化
対
策
に
つ
い
て
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質
問
：
広
報
等
の
公
的
な
情
報
提
供

文
書
の
配
布
の
現
状
、
配
布
方
法
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
市
政
事
務
嘱
託
員
で
あ
る
自

治
会
長
か
ら
自
治
会
加
入
世
帯
へ
配

布
し
、
自
治
会
未
加
入
の
方
に
は
、

各
公
共
施
設
、
コ
ン
ビ
ニ
へ
配
置
し

て
い
ま
す
。
入
手
困
難
の
方
に
は
、

状
況
に
よ
り
、
無
償
、
有
償
郵
送
し

S
N
S
利
用
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

質
問
：
市
政
事
務
嘱
託
員
（
自
治
会

長
）
は
市
の
非
常
勤
特
別
職
の
立
場

と
考
え
る
と
自
治
会
へ
の
加
入
、
未

加
入
に
よ
っ
て
広
報
等
市
の
情
報
が

家
庭
に
届
く
届
か
な
い
と
左
右
さ
れ

る
の
は
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
で
は
な

い
と
考
え
る
が
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
令
和
2
年
4
月
か
ら
会
計
年

度
任
用
職
員
の
導
入
に
伴
い
、
市
政

事
務
嘱
託
員
は
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
位
置
付
け
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問
：
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
の

今
後
の
配
布
方
策
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
新
聞
の
折
り
込
み
方
法
な
ど

検
討
を
し
た
が
、
広
報
紙
の
厚
み
な

ど
か
ら
難
し
く
、
従
来
通
り
自
治
会

を
通
し
て
の
配
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
第
2
波
、
第
3
波
が
到
来
の

際
に
は
回
覧
板
使
用
時
に
は
、
手
渡

し
を
避
け
て
郵
便
受
け
に
入
れ
る
等
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
、
と

ち
ぎ
テ
レ
ビ
放
送
を
活
用
し
て
迅
速

に
正
確
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

質
問
：
防
災
対
策
の
見
直
し
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
を
踏
ま
え
た
避
難
所
の
設

営
に
つ
い
て
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
国
、
県
か
ら
発
出
さ
れ
た

通
知
を
参
考
と
し
、
避
難
所
開
設
運

営
方
針
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
の
過
密
状
態
防
止
は
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
指
定
避
難
所
を
開

設
す
る
ほ
か
、
親
族
、
友
人
宅
へ
の

避
難
や
自
治
会
、
民
間
企
業
に
も
協

力
を
求
め
、
集
会
所
や
宿
泊
施
設
等

を
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る
分
散
避

難
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

避
難
者
自
身
の
感
染
予
防
、
感
染

拡
大
防
止
は
、
避
難
所
で
の
マ
ス
ク

着
用
や
手
洗
い
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト

の
徹
底
な
ど
、
自
分
が
か
か
ら
な
い
、

他
人
に
う
つ
さ
な
い
対
策
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

感
染
が
疑
わ
れ
る
避
難
者
へ
の
対

応
は
、
発
熱
、
せ
き
等
の
症
状
が
あ

る
避
難
者
と
健
康
な
避
難
者
を
分
離

す
る
方
策
を
検
討
し
、
感
染
が
拡
大

し
な
い
対
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

避
難
所
の
衛
生
管
理
及
び
避
難
者

の
健
康
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
は
、

避
難
所
内
の
換
気
や
飛
沫
感
染
防
止

に
必
要
な
滞
在
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、

毎
朝
夕
の
検
温
等
に
よ
る
健
康
管
理

な
ど
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

星　　雅人 議員 伊賀　　純 議員

一般質問 市
広
報
等
の
配
布
方
法

の
検
討
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
わ
る
重
複
災
害
に

つ
い
て
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質
問
：
小
中
学
校
の
暑
さ
対
策
と
予

防
対
策
の
必
要
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
：
授
業
時
数
不
足
を
補
う
た
め
、

夏
休
み
に
計　

日
間
の
授
業
日
を
設

10

け
る
。
エ
ア
コ
ン
の
有
効
活
用
、
保

冷
剤
の
持
参
等
の
対
策
を
講
じ
る
。

エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
大
田
原
中
で
は

秋
休
み
等
に　

日
間
の
授
業
日
を
設

10

定
し
て
い
る
。
予
防
対
策
と
し
て
、

児
童
生
徒
の
健
康
観
察
と
日
常
の
感

染
症
対
策
の
徹
底
を
実
施
し
て
い
く
。

質
問
：
マ
ス
ク
の
着
用
と
熱
中
症
対

策
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
：
暑
い
時
に
は
マ
ス
ク
を
外
す

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

質
問
：
エ
ア
コ
ン
と
換
気
と
の
兼
ね

合
い
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
：
1
時
間
に　

分
程
度
の
換
気

10

を
す
る
。
電
気
代
は
気
に
し
な
い
よ

う
予
算
を
取
っ
た
。

質
問
：
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
：
1
つ
置
き
に
子
供
を
座
ら
せ

間
隔
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
6
月

中
は
増
便
を
図
っ
て
い
る
。

質
問
：
常
に
専
門
的
、
科
学
的
な
知

見
を
参
考
に
対
策
に
当
た
る
よ
う
要

望
す
る
。
第
2
波
到
来
時
、
教
育
委

員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
針
を
と

る
の
か
伺
う
。

答
弁
：
学
校
の
設
置
者
が
県
と
県
の

衛
生
主
管
部
局
と
協
議
し
て
、
休
校
、

休
校
期
間
等
を
協
議
し
て
い
く
。

質
問
：
全
国
の
地
方
自
治
体
を
は
じ

め
、
医
療
福
祉
機
関
、
企
業
、
大
学

等
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
基
金
を
創
設

し
、
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
や
、
医

療
、
介
護
従
事
者
等
へ
の
支
援
、
医

療
体
制
の
整
備
充
実
、
経
済
対
策
、

教
育
支
援
・
環
境
整
備
等
、
様
々
な

支
援
対
策
を
目
的
に
創
設
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
感
染

症
対
策
、
第
2
第
3
波
に
も
備
え
た

防
止
対
策
、
支
援
を
行
う
上
に
お
い

て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
支
援
基
金
制
度
の
創
設
を
行

う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
本
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
、
市
民
生
活

の
支
援
及
び
地
域
経
済
対
策
に
関
す

る
施
策
を
迅
速
に
推
進
す
る
た
め
、

本
定
例
会
に
大
田
原
市
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
条
例
を

上
程
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
基
金
は
、

市
民
の
皆
様
や
事
業
者
の
皆
様
方
か

ら
の
寄
附
金
を
積
み
立
て
、
感
染
拡

大
防
止
対
策
、
市
民
生
活
の
支
援
対

策
及
び
地
域
経
済
対
策
に
関
す
る
事

業
の
財
源
に
充
当
す
る
こ
と
を
趣
旨

と
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
2
業
者
、

1
個
人
か
ら
計
4
0
0
万
円
の
寄
附

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
基
金
条
例
制
定

後
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S

等
で
広
く
寄
附
金
募
集
の
周
知
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中川　雅之 議員 髙瀨　重嗣 議員

一般質問 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
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質
問
：
新
し
い
生
活
様
式
に
基
づ
く

3
密
回
避
と
飲
食
店
を
廃
業
さ
せ
な

い
支
援
と
し
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
の
紹
介
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

答
弁
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
適
切

な
対
応
を
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
市
内

の
飲
食
店
へ
の
支
援
と
し
て
、
5
月

1
日
に
は
大
田
原
商
工
会
議
所
が
中

心
と
な
り
、
大
田
原
商
店
連
盟
、
観

光
協
会
、
各
商
工
会
等
と
と
も
に
、

大
田
原
事
業
者
応
援
サ
イ
ト
「
コ
ロ

ナ
に
負
け
る
な
!
み
ん
な
で
応
援
大

田
原
」
が
開
設
さ
れ
、
市
内
飲
食
店

等
が
実
施
し
て
い
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、

デ
リ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
の
情
報
が
随

時
追
加
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本

市
で
は
こ
う
い
っ
た
情
報
サ
イ
ト
の

活
用
を
推
進
し
、
情
報
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
利
用
者
に
と
っ
て
有
効
か

つ
効
果
的
と
の
考
え
か
ら
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
、「
広
報
お
お

た
わ
ら
」
等
で
利
用
促
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
あ
る
サ
イ
ト
を
最
大
限
に

活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
う

い
っ
た
情
報
を
補
完
す
る
形
で
、
市

独
自
の
情
報
提
供
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問
：
本
市
の
接
種
率
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
接
種
状
況
は
、
平
成　

年
度

29

が
実
人
数　

人
、
延
べ
人
数　

人
、

12

19

平
成　

年
度
が
実
人
数　

人
、
延
べ

30

32

人
数　

人
、
令
和
元
年
度
実
人
数　

68

92

人
、
延
べ
人
数
1
5
6
人
で
す
。

質
問
：
接
種
後
、
健
康
被
害
の
報
告

を
受
け
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
本
市
で
は
、
定
期
予
防
接
種

後
の
健
康
被
害
の
報
告
は
、
受
け
て

い
ま
せ
ん
。

質
問
：
対
象
者
へ
の
個
別
通
知
を

行
っ
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
本
市
に
お
い
て
は
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
定
期
予

防
接
種
と
し
て
子
宮
頚
が
ん
予
防
接

種
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
田
原
地
区
医
師
会
長
か
ら
の
子
宮

頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
個
別
通
知
要
望

書
に
よ
り
、
令
和
2
年
3
月
に
市
内

小
中
学
校
を
通
じ
小
学
校
6
年
生
か

ら
中
学
校
3
年
生
の
保
護
者
を
対
象

に
情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
接
種

を
希
望
す
る
方
に
は
、
主
治
医
か
ら

の
説
明
を
受
け
、
保
護
者
の
同
意
の

も
と
接
種
を
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
予
防
接
種
の

有
効
性
及
び
副
反
応
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
を
し
、
希
望
す
る
方
に
接
種
が

で
き
る
よ
う
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

大豆生田　春美 議員 秋山　幸子 議員

一般質問 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
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質
問
：
学
び
の
保
障
の
た
め
の
取
組

み
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
各
学
校
の
特
色
を
活
か
し
て
、

児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
家
庭
学

習
の
課
題
を
作
成
し
配
付
、
回
収
す

る
こ
と
で
、
学
習
習
慣
の
継
続
と
質

の
担
保
に
努
め
ま
し
た
。
提
出
さ
れ

た
プ
リ
ン
ト
に
担
任
等
が
一
つ
一
つ

目
を
通
し
、
添
削
す
る
と
と
も
に
、

学
習
意
欲
喚
起
の
た
め
に
励
ま
し
の

コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
な
ど
、
丁
寧

に
指
導
を
い
た
し
ま
し
た
。

質
問
：
学
校
行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
を

含
む
教
育
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
遠
足
や
修
学
旅
行
、
文
化
祭

等
は
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
学
校
生

活
の
充
実
の
た
め
に
大
切
な
活
動
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
鑑
み

つ
つ
、
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
部
活
動
に
つ
い
て
は
、

急
激
な
負
荷
を
か
け
な
い
よ
う
に
活

動
時
間
の
短
縮
等
の
配
慮
を
し
な
が

ら
基
礎
練
習
を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
感
染
症
対
策
を
徹
底

し
、
段
階
的
に
児
童
生
徒
の
実
態
に

応
じ
た
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
：
多
忙
な
教
育
現
場
で
の
実
習

生
の
受
入
れ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
教
員
の
な
り
手
が
非
常
に
少

な
い
時
代
で
も
あ
り
、
教
育
実
習
生

を
大
い
に
歓
迎
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
：
過
去
5
年
間
の
利
用
実
績
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
平
成　

年
度
利
用
者
数　

万

29

39

4
3
0
3
人
、
利
用
料
金
収
入
2
1

9
9
万
7
5
6
5
円
か
ら
平
成　

年
30

度
以
降
利
用
実
績
が
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
国
体
開
催
に
向
け
た
改
修
工

事
に
よ
り
、
8
ヵ
月
間
の
長
期
休
館

し
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

質
問
：
利
用
度
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
相
撲
及
び
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
は
、
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
開

催
の
前
年
度
に
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の

開
催
も
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
で
は
、
国
体
開

催
内
定
以
降
、
県
内
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
や
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
を
開
催
す

る
な
ど
、
競
技
力
向
上
の
場
と
し
て

多
く
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
来
年
3

月
に
は
全
国
規
模
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
イ
ー
ン
ズ
サ
ー
キ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
宇

都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
が
所
属
す
る
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
B
リ
ー
グ
の
公
式
戦

な
ど
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
観
覧
者

が
見
込
め
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
誘

致
を
今
後
と
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
施
設
利
用
者
か
ら
の
改
善
要

望
等
に
も
早
期
に
応
え
る
な
ど
体
制

を
強
化
し
、
さ
ら
な
る
利
用
度
ア
ッ

プ
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

櫻井　潤一郎 議員 鈴木　　隆 議員

一般質問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
中
で
の
学
び

の
保
障
な
ど
に
つ
い
て

栃
木
県
立
県
北
体
育
館

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
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質
問
：
1
人
1
台
の
パ
ソ
コ
ン
端
末

の
整
備
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
当
初
は
令
和
2
年
度
か
ら
5

年
度
ま
で
の
4
ヵ
年
で
の
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、

端
末
整
備
が
前
倒
し
と
な
り
、
国
の

補
助
金
及
び
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

令
和
2
年
度
中
に
小
中
学
校
全
学
年

の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
端
末
の

整
備
を
行
う
方
針
と
し
ま
し
た
。

質
問
：
各
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
年
度
内
で
の
業
務
完
了
に
向

け
て
L
A
N
配
線
や
無
線
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
の
設
置
事
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
学
校
の
臨

時
休
業
等
の
緊
急
時
に
お
い
て
も
、

学
校
と
児
童
生
徒
と
の
や
り
取
り
が

円
滑
に
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
遠
隔
学
習
用
機
器
の
導
入
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
定
例
会
議

の
補
正
予
算
で
各
校
に
配
備
す
る
カ

メ
ラ
・
マ
イ
ク
の
所
要
額
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

質
問
：
通
信
環
境
の
な
い
家
庭
へ
の

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
貸
出
し
す
る

考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
学
校
の
臨
時
休
業
等
の
緊
急

時
に
お
け
る
限
定
的
な
使
用
を
は
じ

め
と
し
て
、
本
市
の
環
境
に
合
っ
た

方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

菊地　英樹 議員

一般質問 小
中
学
校
の
G
I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
に
向
け
た

進
捗
状
況
に
つ
い
て

●アクセス方法
　ご自宅等のパソコンから生中継をご覧いただく際
は、市のホームページの「大田原市議会」から「議会中
継」のページへお進みください。また、タブレット端末
及びスマートフォンからも視聴できます。なお、本会
議の録画映像も市ホームページにて配信しておりま
すのでぜひご覧ください。
●大田原市ホームページ
https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/
●お問い合せ先　大田原市議会事務局
　　　　　　　　☎２３－８７１４

市議会ではインターネットによる
生中継をしております

市議会ではインターネットによる
生中継をしております

市議会ではインターネットによる
生中継をしております

市議会ではインターネットによる
生中継をしております

みなさんからの 請願・陳情
（委員会審査状況）

陳情第　号1
　日本政府及び国会に対し、「日米地位協定の抜本
的見直しを求める」よう意見書提出を求める陳情書
（令和　年　月提出）2 5
（提出者）
　宇都宮市東町157‐16
　安保破棄栃木県実行委員会・栃木県平和委員会
　代表　木塚　孟
（陳情の趣旨）　全国知事会の「米軍基地負担に関する
提言」が提起する事項について、早期実現を国に求める。
（総務常任委員会審査の内容・結果）　審査の結果、
陳情の趣旨については理解できるが、日米地位協定
の抜本的見直しについては、外交に関することであ
り、国において審議されるべきである、との見解が
強く、「不採択」とすることにしました。

陳情第　号2
種苗法の改定を中止する意見書の提出を求める陳情書
（令和　年　月提出）2 5
（提出者）
　大田原市浅香1‐8‐19
　印南　喜美子
（陳情の趣旨）　種苗の自家増殖が原則禁止になるこ
とにより、農家の種子への権利が制限されることを
止めさせる。
（建設産業常任委員会審査の内容・結果）　審査の結
果、海外流出を防ぎ、高品質の作物をつくって、優
れたブランド品・新品種を輸出することにより、日
本の生産者にとっては大きなプラスになる、育成者
の権利を守るためにも改正案に賛成する、等の意見
があり、「不採択」とすることにしました。
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協議会及び委員会の内容 4月～6月

全
員
協
議
会

◆
4
月　

日
15

（
報
告
事
項
）

1　

体
育
施
設
に
関
す
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

2　

令
和
元
年
度
情
報
公
開
・
個
人
情
報

開
示
の
状
況
に
つ
い
て

3　

請
願
・
陳
情
採
択
事
件
処
理
状
況
の

報
告
に
つ
い
て

4　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

◆
5
月　

日
18

（
報
告
事
項
）

1　

令
和
元
年
度
大
田
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
第
9
号
に
つ
い
て

2　

令
和
2
年
度
大
田
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
第
1
号
及
び
令
和
2
年
度
大

田
原
市
国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別

会
計
補
正
予
算
第
1
号
に
つ
い
て

3　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
童
等
に
対
す

る
日
常
生
活
用
具
費
給
付
事
業
の
制

度
改
正
に
つ
い
て

4　

市
道
南
金
丸
狭
原
線　

環
状
交
差
点

（
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
）の
開
通
に
つ

い
て

5　

会
派
代
表
者
会
議
及
び
議
会
運
営
委

員
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

（
協
議
事
項
）

1　

各
種
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

◆
6
月　

日
（
臨
時
）

17

（
協
議
事
項
）

1　

議
員
案
に
つ
い
て

◆
6
月　

日
17

（
報
告
事
項
）

1　
「
ゆ
う
活
・
あ
さ
活
」（
時
差
出
勤
）

の
試
行
に
つ
い
て

2　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原
ご

み
焼
却
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事

に
伴
う
ご
み
処
理
委
託
計
画
に
つ
い

て

3　

令
和
2
年
4
月
中
旬
の
低
温
に
よ
る

梨
の
被
害
状
況
及
び
対
応
に
つ
い
て

（
協
議
事
項
）

1　

議
員
充
て
職
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

総
務
常
任
委
員
会

◆
6
月　

日
15

1　

付
託
議
案
の
審
査

民
生
文
教
常
任
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

◆
6
月　

日
15

1　

付
託
議
案
の
審
査

◆
6
月　

日
15

1　

付
託
議
案
の
審
査

◆
4
月　

日
15

1　

議
場
内
執
行
部
席
の
変
更
に
つ
い
て

2　

令
和
2
年
度
内
の
定
例
会
日
程
（
予

定
表
）
の
配
付
に
つ
い
て

3　

令
和
2
年
度
全
員
協
議
会（
予
定
表
）

の
配
付
に
つ
い
て

◆
4
月　

日
23

1　

議
員
の
ブ
ロ
グ
投
稿
に
関
す
る
協
議

広
報
広
聴
委
員
会

◆
4
月　

日
10

1　

議
会
だ
よ
り
5
月
号
に
つ
い
て

◆
6
月　

日
25

1　

議
会
だ
よ
り
8
月
号
に
つ
い
て

2　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

小　林　正　勝 議員

（20年表彰）
髙　﨑　和　夫 議員

（15年表彰）

全国市議会議長会より永年在職議員の表彰があり、第3回市議会定例会にて表彰伝達式が行われました。

永年在職議員の表彰

に
つ
い
て

2　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
議
案
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て

3　

議
員
案
の
提
出
に
つ
い
て

4　

6
月
定
例
会
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

◆
5
月　

日
13

1　

6
月
定
例
会
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

◆
6
月
1
日

1　

令
和
2
年
6
月
定
例
会
日
程
（
案
）

に
つ
い
て

◆
6
月　

日
11

1　

市
民
5
分
間
演
説
に
つ
い
て

◆
6
月　

日
17

1　

議
員
案
に
つ
い
て
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議

誌
日
会

4月
　

日
〇
広
報
広
聴
委
員
会

10
　

日
〇
会
派
代
表
者
会
議

15
　
　

〇
議
会
運
営
委
員
会

　
　

〇
全
員
協
議
会

　

日
〇
会
派
代
表
者
会
議

23
　
　

〇
議
会
運
営
委
員
会

　

日
〇
会
派
代
表
者
会
議

13
　
　

〇
議
会
運
営
委
員
会

　

日
〇
全
員
協
議
会

18
　

日
〇
那
須
市
町
村
議
会
議
長

15

会
総
会

　

日
〇
会
派
代
表
者
会
議

21
　
　

〇
議
会
運
営
委
員
会

5月

　○○○に関する
　　　請願　　　　（陳情）

1. 請願（陳情）の趣旨
2. 請願（陳情）の理由

令和○年○月○日

請願（陳情）者
　住所　
　氏名
大田原市議会議長あて

《表　紙》 《内　容》

 ■請願（陳情）書は、議会事務局へ持参してください。
■内容は簡単な趣旨、理由、提出日、請願（陳情）者の
　住所及び氏名を記載し捺印して提出してください。
■用紙のサイズはA4版でお願いいたします。
■道路や水路等の場合は地図の写しや略図を添付して
　ください。 

 

 
 

 
 

紹介議員名
（陳情は不要）

請願・陳情はこんな方法で
〈請願書の書式例〉

「
市
民
５
分
間

　
　
　
　
　

演
説
」を

　
　

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

大
田
原
市
議
会
で
は
、市
内

に
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学
す

る
方
で
、議
案
に
対
す
る
賛
否

や
市
の
一
般
事
務
に
つ
い
て
、

自
分
の
意
見
を
自
由
に
発
言

す
る
こ
と
が
で
き
る「
市
民
5

分
間
演
説
」を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

ぜ
ひ
議
員
の
前
で
演
説
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。市
民
の
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
議

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
演
説
申
込
に
つ
い
て
）

　

演
説
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

土
曜
日
、日
曜
日
、祝
日
を
除

く
、定
例
会
の
各
常
任
委
員
会

開
催
日
3
日
前
の
正
午
ま
で

に
議
会
事
務
局
に
市
民
5
分

間
演
説
申
込
書（
様
式
第
1
号
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

演
説
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て

は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
確

認
く
だ
さ
い
。

1
日
〇
議
会
運
営
委
員
会

8
日
〇
令
和
2
年
第
3
回
市
議

会
定
例
会
招
集
（
本
会

議
）

　

日
〇
本
会
議
（
一
般
質
問
）

10
　

日
〇
本
会
議
（
一
般
質
問
）

11
　

日
〇
本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
　

日
〇
総
務
常
任
委
員
会

15
　
　

〇
民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　

〇
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　

日
〇
議
会
運
営
委
員
会

17
　
　

〇
全
員
協
議
会
（
臨
時
）

　
　

〇
本
会
議
（
議
決
）

　
　

〇
全
員
協
議
会

　

日
〇
広
報
広
聴
委
員
会

25

6月
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大田原市議会で行った　月定例会に向けての新型コロナウイルス感染症対策の検討・協議経過及び結果について6
令和　年　月　 日　新型コロナウイルスに関する緊急質問（　月定例会）2 3 2 3
令和　年　月18日　国に『新型コロナウイルス対策に関する意見書』の提出2 3
令和　年　月10日　全国市議会議長会から通達2 4
　　　　　　　　　『緊急事態宣言下の本会議及び委員会の審議のあり方について』（議院運営委員会理事会）
令和　年　月15日　議会運営委員会（　月定例会の取り扱いについて）2 4 6
　〇大田原市議会の新型コロナウイルス感染症対策についての基本的取り決めを決定
　（日常生活において）
　　・不要不急の外出は自粛する。　・密閉、密集、密接の　密は避けること。3
　　・海外への渡航など感染の恐れがある行動は慎む。　・毎朝検温など、体調管理、異変の察知を努める。
　（議員・議会活動において）
　　・議会フロアに入室の際は、マスクを着用し、入室前に消毒液による手指消毒を行う。
　　・応接室、委員会室、及び会派室等の使用時については、30分に一度は換気を行う。
　　・風邪の症状や37.5℃以上の発熱がある時、または濃厚接触者と認定された場合は、議長及び議会事務局に
　　　報告する。この時点から　週間は、本会議、委員会等は欠席するとともに、議員活動は行わない。2
　　・他都市への行政視察については、全国市議会議長会長の通達により、当面自粛する。
　〇質問時間の短縮や議場内での執行部出席者数の検討の意見あり
令和　年　月15日　全員協議会2 4
　〇議員報酬削減の検討の意見あり⇒議会運営委員会で協議へ
令和　年　月23日　議会運営委員会（　月定例会の取り扱いについて）2 4 6
　〇議会での追加対策として
　　・執行部に対して必要最小限の出席を求め、委員会も同様とする。
　　・議案説明の簡素化（答弁の簡略化）による長時間を避ける。
　　・発言時もマスクを着用する。　・一般質問については、一人30分から20分に短縮。
　　・傍聴者については、自粛を促す。また、傍聴時には受付にて体調等の感染予防対策チェックシートの提出と

体温計測のご協力をお願いする。
　　・傍聴席の座席の間隔を空ける。
　〇議員報酬削減の率について協議
令和　年　月13日　議会運営委員会（　月定例会の取り扱いについて）2 5 6
　〇議会での追加対策として
　　・ドアや窓は開け、常時換気を行う。　・『37.5℃以上の発熱がある時』を『発熱がある時』とする。
　〇新型コロナウイルス感染者及び濃厚接触者発生時の緊急対応策の検討
　　・新型コロナウイルス感染症対策として大田原市議会独自のステップ　からステップ　を作成。1 4
　　　※但し、感染状況の変化により随時対応する。
　〇法的根拠の裏付けを協議（違法議決の危険性）　〇遠隔会議（テレビ会議ソフトウエア）の導入検討
　〇議員案について（議員報酬削減）⇒　月定例会に上程を決定6
令和　年　月18日（全員協議会）2 5
　〇会派代表者会議及び議会運営委員会の開催結果について
　　・議会傍聴制限について、禁止ではなく、自粛を要請し、インターネット中継視聴を推奨する。ただし、傍聴

に来庁された方は、受付で体調に関する感染予防対策チェックシートや体温計測にご協力していただき、間
隔を空けた傍聴席に着席するよう案内する。

　　・一般質問の制限について、質問時間を20分とする。
　　・飛沫感染防止策について、全ての議員はマスク着用とし、発言時も着用する。また執行部の議場内の出席者

を制限する。
　　・議場及び委員会室の換気については、常時入口と窓を開けたまま議会運営を行う。
令和　年　月17日（　月定例会最終日）2 6 6
　〇議員案第　号　大田原市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい2

て（全会一致で可決）
　　改定文　　大田原市議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例（昭和31年条例第17号）の一部を次のよう 

に改正する。
　　　　　　　附則に次の　項を加える。1
　　　　　　　　　令和　年　月　日から令和　年　月31日までの期間に限り、第　条の適用については、同条中8 2 7 1 3 3 1

「500,000円」とあるのは「450,000円」と「435,000円」とあるのは「391,000円」と、「406,000
円」とあるのは「365,000円」とする。ただし、期末手当の額の算出の基礎となる議員報酬の月額
は、第　条に定める額とする。1

　　　　　　　附則
　　　　　　　この条例は、令和　年　月　日から施行する。2 7 1
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令和　年　月15日2 7

　　大田原市長　　津久井　富雄　様

大田原市議会議長　前野　良三　　　

　

新型コロナウイルス感染症対策に関する申し入れについて
　

　新型コロナウイルス感染症については、国の「緊急事態宣言」の全面的な解除を受け、感染

拡大の防止と社会経済活動の両立を図るための取り組みを実施しているところですが、県内で

も新規の感染者が確認され、いまだ予断を許さない状況にあります。

　また、これまでの長期にわたる外出自粛により市民生活や地域経済は深刻な状態が続いてい

ます。

　こうした中、当市議会では県内でいち早く議員報酬削減を表明し、　 月定例会において、報6

酬削減の決定をしたところであります。

　執行部におかれましては、この予算を令和　年第　回定例会において議決した「大田原市新2 3

型コロナウイルス感染症対策基金」に積立し、新型コロナウイルス感染症の予防等、大田原市

民の安全・安心な生活を守るために必要な最善の施策の一助として活用されますよう申し入れ

ます。

記

　．全議員報酬月額の　割（令和　年　月から令和　年　月までの　か月間）1 1 2 7 3 3 9

　　　・議員報酬削減の総額　7,857,000円（　か月分）9

　

大
田
原
市
議
会
で
は
、
6
月
に
行
わ
れ
た

定
例
会
（
最
終
日
）
に
お
い
て
議
員
案
第
2

号
と
し
て
可
決
し
た
議
員
報
酬
削
減
に
よ
る

費
用
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
影
響
を
受
け
た
市
民
生
活
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
議
長

か
ら
市
長
へ
申
し
入
れ
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
議
員
一
同
、
市
民
の
皆
様
に
寄

り
添
っ
た
議
会
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
関
す
る
申
し
入
れ
を

提
出

議長及び副議長から市長へ提出



令和　年　月　日（ 　）2 8 1 16おおたわら市 議会だより

令和2年 開催のお知らせ

※ 一般質問内容など詳細につきましては後日、議会ホームページで公開いたします。

9 月定例会

9月7日（月）～9月18日（金） 市
議
会
H
P
は

こ
ち
ら
か
ら

会期（予定）

　公職選挙法第199条の2において、公職の候補者等が選挙区内の方々に対して、
お中元、お祭り等の寄付、新盆の供物等、従来から慣行として行われているよう
なものも寄付に該当し禁止されておりますので、市民の皆様のご理解をお願いい
たします。

大田原市議会議員一同

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます

建設産業常任委員会審査の様子

◀
委員長
報告

◀
委員長
報告

◀
委員長
報告

各委員会の活動各委員会の活動各委員会の活動各委員会の活動各委員会の活動

民生文教常任委員会審査の様子総務常任委員会審査の様子

建設産業常任委員会民生文教常任委員会総務常任委員会

「市民　分間演説」を5
実施いたしました

　　月定例会の総務常任委員会の開会前6
に、　 名の方が「市民　分間演説」を行い1 5
ました。テーマは『壊れかけている議会制
民主主義』の内容でありました。今後も市
民の皆様の参加をお待ちしております。


